
「３次元データ利活用方針」の策定（平成29年11月）

施工段階の出来形計測データを活用し、その後の構造物の変位把握の効率化を図る

施工時の機械の稼働履歴のデータ、資材の製造・供給元や品質のデータ、発生土・搬入土の移動履歴データ
にも３次元位置情報を付与し、３次元データに連携させて保管することで、変位発生時や災害被災時における
原因究明や復旧対策の効率化を図る

維持
管理

仮設・施工計画の可視化や工程情報を付与した施工ステップモデルの作成により、建設現場の安全対策や最
適となる人材や資材の確保への活用を図る

 2017年度より「ICT舗装工」や「ICT浚渫工」の取組みを開始。また、ECI方式を活用し、３次元データを設
計・施工の一気通貫で活用する試行事業を実施

工事発注の際に総合評価方式・新技術導入促進型等により、３次元データの活用による施工、監督・検査の
効率化及び高度化を図るための技術開発を展開

施工

数量の自動算出による積算及び経済比較の効率化、ライフサイクルコストを考慮した多様な設計手法の開発、
工期の自動算出による週休２日を前提とした工期設定等に活用を図る

設計の可視化や鉄筋同士の干渉部分を自動で判別する干渉チェックによる設計成果の品質確保、施工の手
戻りの減少を図る

設計

測量段階から３次元データを導入し、建設生産プロセスで一貫した３次元データの利活用を図る

河川氾濫シミュレーション等各種シミュレーションに活用を図る

地盤情報について、公共工事のみならず、ライフライン工事、民間工事も含めて可能な限り広い範囲について収
集・共有し、利活用できる仕組みを構築することで、地下工事における安全性や効率性の向上を期待

測量
調査
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建設現場の生産性向上に向け、国土交通省における建設生産プロセスの各シーンでの利活用方
法を示すとともに、データ利活用に向けた今後の取組みを示し、３次元データの利活用を促進するこ
となどを目的として、29年11月に「３次元データ利活用方針」を策定
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データの利活用に向けた取組み

３次元データの普及・拡大にあたっては、Ｇ空間情報センターの情報等と併せて活用することで、
様々な利活用モデルの実用化を図ることが可能となるため、積極的に連携を図る

３次元データの仕様の標準化

2017年度は橋梁及び土工、2018年度はトンネル、ダム、河川構造物（樋門・樋管）における
データの標準的な仕様を整備。またファイル形式については、国際標準化の動きとあわせ、順次、国
際標準を適用する

Ｇ空間情報センターとの連携

２次元図面の利活用

電子納品保管管理システムに格納されている２次元図面を活用し３次元データ化する方法を
2019年度までに開発し、転換を図る

データの流通・利活用システムの構築

３次元データ利活用モデルの実現支援

国土交通省が持つ３次元データと、国や地方公共団体等が持つ地形・地盤・気象・交通情報など
のデータを連携して利活用することにより、様々なモデルの構築が可能となるよう、データのオープン化
など３次元データの利活用が促進される環境を整備する

「CIM導入推進委員会」において、2018年度までに３次元データを効率的に流通・利活用させるシ
ステムの仕様等をとりまとめ、2019年度からシステムを構築する
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推進体制／ スケジュール

「i-Construction推進コンソーシアム」と「CIM導入推進委員会」が連携しながら議論を進める

産が持つ３次元活用ニーズや保有するデータと学が持つ３次元活用の見識を連携させて研究を進めることが重
要。このため、民間企業と大学が連携した研究体制と国も連携することにより、オープンデータ化など３次元デー
タの利活用が促進される環境を整備する

発注者の知識向上に向け、CIMに関する研修の充実、CIM活用事例集の作成を図る

2016年度  ICT土工の実施

2017年度  ICT舗装工、ICT浚渫工の実施
 ECI方式を活用し、３次元データを設計・施工の一気通貫で活用する試行事業の実施
 橋梁及び土工において３次元データの標準的な仕様の策定

2018年度  総合評価落札方式・新技術導入促進型の活用により３次元データの活用による施工、監
督・検査の効率化及び高度化を図るための技術開発を展開

 トンネル、ダム、河川構造物（樋門・樋管）おいて３次元データの標準的な仕様の策定
 ３次元データの流通・利活用に向けたシステムの基本仕様の策定

2019年度  橋梁、トンネル、ダム、河川構造物、港湾構造物（基礎工等）、維持管理において３次
元データの活用拡大

 電子納品保管管理システムに格納された２次元図面を活用し３次元データ化する方法を
2019年度までに開発し、転換を図る

 ３次元データの流通・利活用に向けたシステムの構築

推進体制

スケジュール
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